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昨
年
末
の
総
選
挙
で
、
日
本
共
産
党
は
比
例
区
南

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
志
位
和
夫
委
員
長
に
つ
づ
き
、
は
た

の
君
枝
さ
ん
が
当
選
、
３
議
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。

多
く
の
み
な
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
よ
う
私
た
ち
も
頑

張
る
決
意
で
す
。

　
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
は
キ
ッ
パ
リ
中
止
さ
せ
る
と

と
も
に
、
大
企
業
減
税
と
格
差
拡
大
で
国
民
所
得
を

減
少
さ
せ
て
い
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
安

定
し
た
雇
用
を
守
る
た
め
、
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
春
の
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
で
県
会
議
席

の
獲
得
と
市
会
で
の
３
議
席
を
確
保
し
、
平
和
で
住
み

よ
い
横
須
賀
の
実
現
に
と
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
衆
議
院
選
挙
で
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
の
期
待
を
県

政
・
市
政
で
も
日
本
共
産
党
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

が
21議席に大躍進
　昨年の総選挙で、日本共産党は８議席から21
議席へと大きく躍進しました。しかし策略的な選
挙で与党勢力は議席を維持。これは３割台の得
票でも７割近くの議席を占めるという選挙制度に
よるものです。
　安倍政権の暴走にストップをかける日本共産党
の役割がますます大きくなりました。この躍進を
今春のいっせい地方選挙に繋げていきましょう。

市
財
政
運
営
に
改
め
て

●
中
学
校
完
全
給
食
の
実
現
へ
。

●
小
児
医
療
費
無
料
化
を
中
学
卒
ま
で
。

●
学
童
保
育
の
保
護
者
負
担
を
軽
減
。

●
健
康
維
持
、
生
涯
現
役
で
。
は
つ
ら
つ
シ
ニ
ア
パ
ス
を

１
万
円（
半
年
分
）で
購
入
で
き
る
よ
う
に
。

●
低
所
得
者
の
保
険
料
を
引
き
下
げ
ま
す
。

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
継
続
、公
契
約
条
例
制
定
。

子
育
て
三
点
セ
ッ
ト
の
実
現
を

1
高
す
ぎ
る
国
保
・
介
護
保
険
料
の
是
正

2
中
小
業
者
の
仕
事
を
増
や
し
ま
す

3
高
齢
者
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
街
に

4●
市
の
貯
金
が
県
下
最
高
な
の
に
、
無
料
だ
っ
た
火
葬

料
金
ま
で
有
料
に
。
な
ん
で
も
市
民
に
負
担
を
求
め

る
よ
う
な
や
り
方
は
改
め
さ
せ
ま
す
。

公
共
料
金
の
値
上
げ
に
ス
ト
ッ
プ
を

6 ●
利
用
者
や
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
見
直
し
さ
せ
ま
す
。

市
の「
施
設
削
減
計
画
」は
見
直
し
を

5

自民圧勝は小選挙区制のゆがみ

6

日本共産党

候補者名 所　属

せと 和弘 日本共産党 30,479 3,451 33,930 17,740

今　　　回

15,633 2,107

前回（2012 年）

◆神奈川11 区選挙結果

（単位：万票）

６０６ 
得票数 

 11.38%
得票率 

今　　　回

369 
得票数 

 6.13
得票率 

12 年衆院選

◆比例選挙の得票全国集計

市・県議選でさらなる躍進の年にさらなる躍進の年に
墨+マゼンタ =DIC160（オレンジ）



施設配置適正化計画についての請願は否決されましたが

　市長は〝財政難　と強調していますが、その根拠は曖昧です。総務省が示している指標では極
めて〝健全財政　です。財政調整基金、いわゆる貯金は県下でダントツの１位です。
　いま市政に求められていることは、この財政を市民のために生かすことではないでしょうか。

共同提案者に
「観光立市推進条例」

案の

中学校給食の請願に日本共産党が賛成討論

市民の願いを生かした議会の意見を採択

　市長は「（仮称）横須賀給食弁当」を試行していま
すが、市民の請願は小学校のような完全給食を求め
るものでした。

　請願は否決されましたが、各会派の討論では中学
校給食の必要性を認め、実施を否定するものではあ
りませんでした。
　取り組みを大きく広げ、実施させましょう

いまが実施の第一歩を踏み出す時
請願は賛成13 反対27で否決

　
子
育
て
３
点
セ
ッ
ト
（
小
児
医

療
費
助
成
制
度
の
拡
充
、
中
学
校

完
全
給
食
の
実
施
、
学
童
保
育
の

充
実
） 

と
し
て
取
り
上
げ
て
き
た

学
童
保
育
へ
の
支
援
拡
充
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
９
月
の
定
例
会
で
学
童
保
育

を
支
援
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、
今
後
の

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
、
低
所
得
者

対
策
、
指
導
員
の
処
遇
・
労
働
条

件
の
改
善
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
安
定

的
な
運
営
の
確
保
、
こ
の
４
つ
の

基
本
的
な
課
題
に
つ
い
て
市
長

と
論
議
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
市
と
し
て
の
支
援
が
と
て
も

重
要
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
４

つ
の
基
本
課
題
へ
の
市
長
の
姿

勢
は
極
め
て
不
十
分
で
す
。早
急

な
支
援
拡
充
策
が
必
要
で
す
。

　
他
会
派
か
ら
の
呼
び

か
け
で
論
議
を
重
ね
日

本
共
産
党
も
共
同
提
案

者
と
な
っ
て
「
観
光
立

市
推
進
条
例
」が
提
案
、

全
会
派
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
市
に

対
し
て
観
光
事
業
の
振

興
を
促
す
も
の
で
今
後

の
市
の
と
り
組
み
に
注

目
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　大村洋子議員は、中学校完全給食は市長が掲げる
「選ばれるまち」「子どもが主役の横須賀」にもぴっ
たりだと主張し、近隣自治体の動きを見れば出遅れ
た感があり、できるだけ早期に着手することを主張
しました。財源についても、県内で市民一人当た
りで一番多い財政調整基金などの活用を提起しま
した。

といわざるを得ません。多くの市民との連携を
進める中で、計画策定をする必要があると質疑
しました。
　結果は、賛成少数で否決となりましたが、委員
会では市民との合意形成を図るルールが必要と
いう願意を汲んで議会としての意見が採択され
ました。

墨+シアン =DIC131（緑）

市民の切実な願い
は12 月議会でも市民の声を市政に届けてがんばりました

　市民アンケートへのご協力ありがとうござい
ました。今回は「Ｑ４市政で実現してほしいこと
は？」と「Ｑ５」の上位の回答をご報告します。ア
ンケートに寄せられた切実な声をしっかり受け
止め、市政に生かすようがんばってまいります。

70 代（36.3%）
60 代（28.7%）
80 代（12.1%）
50 代（ 9.0%）
40 代（ 6.2%）

70 代（27.6%）
60 代（25.7%）
40 代（13.8%）
50 代（11.4%）
30 代（ 9.7%）

30 代、40 代の子育て世代の女性の回答数
が男性より多いのが特徴です。

学童保育
中学校給食

１位 小学校のような中学校給食の実施（33%）
２位 いじめ対策の充実（30%）
３位 中学校卒業までの医療費の無料化（29%）
４位 通学路の安全対策（24%）
５位 保育園の待機児童対策（21%）

子育て・教育
Ｑ 4

Ｑ 4

Ｑ 4

Ｑ４

Ｑ５

１位 介護保険料・利用料の負担軽減（46%）
２位 国民健康保険料の引き下げ（41%）
３位 特養ホームの増設（38%）
４位 医療費窓口負担の引き下げ（30%）
５位 市民病院の産科再開・体制の拡充（25%）

介護・医療・福祉

１位 上・下水道料金の値上げ抑制（52%）
２位 地震・津波に対する要支援者避難対策（27%）
３位 地産地消の促進（24%）
４位 空き家対策強化（24%）
５位 都市計画税の引き下げ（23%）

くらし・まちづくり・防災対策

１位 核兵器廃絶・平和施策の強化（53%）
２位 米兵犯罪の根絶・被害者支援（36%）
３位 原子力艦放射能事故対策の見直し・強化（35%）
４位 原子力空母の母港返上、基地縮小撤去（28%）
５位 基地の観光利用から平和利用へ政策転換（22%）

平和・基地・原子力艦災害対策

１位 税金の使い方をチェックしてほしい（63%）
２位 清潔な政治をしてほしい（38%）
３位 市民の声をもっと聞いてほしい（38%）

県政・市政で議員に望むことは

井坂 なおし
党議員団事務局長

70 代の回答数がトップ

市民アンケート集計続報

　「市民参加による施設配
置適正化計画の策定につい
て」が請願として審議され
ました。
　各部局との具体的な検討

がされていない中で計画策定をすることは拙速
すぎますし、住民自治をないがしろにした計画

　大村洋子議員は、中学校完全
給食の実施を求める請願に賛
成する討論を行いました。
　中学校給食は全国の八割以
上で実施されていることや昨
年の市長選挙ですべての候補
者が取り上げたことで注目さ
れたことなどを指摘しました。大村洋子議員

イージス艦追加配備など基地強化を許すな

オスプレイは欠陥機
災害救助には役立たない

　ねぎしかずこ議員は、オスプレイの横須賀初
飛来や基地強化の問題について市長の姿勢を問
いただしました。
　横須賀基地に配備される米艦船が 11 隻から
13隻へ強化されることに対し、市長は、「艦船や
人員が増えることは、基地機能の強化になる」
「可能な限りの基地の返還という基本姿勢に変
わりはない」と言いながら、他方で「日本の安全・
平和にとって重要なこと」と容認し、矛盾した答
弁に終始しました。

　オスプレイの飛来については「災害救助に期

待している」とコメントを出
し、「来てはいけないとかい
いとかいう立場にない」とし
て容認。オスプレイの危険性
については「承知していな
い」と述べ、「国が安全だとい
う結論を出している」と日米
両政府の発表をコピペした
ような姿勢でした。
　国は７月１日、集団的自衛権行使容認を閣議決
定。基地強化と相まって横須賀が戦争の出撃拠点
になることがいっそう懸念されます。市民の安全
と命が脅かされることにつながります。

ねぎしかずこ議員

井坂しんや議員

が子育て支援拡充と学童保育
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回答者1310人




